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“旬の和食”和モダンな雰囲気でゆったり食事

東町 4-38-24 ☎ 042-382-8182
旬料理 一心

司 法 書 士 藤 原 康 弘 事 務 所
小金井市東町４－38－28－101 ☎042-386-7781

相続・遺言・登記手続き等お気軽にご相談ください。
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小金井インフォメーション

イベント

ライフサポートサービス 病院診察予約代行・戸締まり確認

一般タクシーのご用命は☎０４２－３８８－００３９

福祉タクシーのご用命は☎０４２－３６０－８９８９

買物同行・お墓参り付き添い

思い出作りのお手伝い デジタルプリント、ＤＰＥ

（有）フォトリバース

小金井市東町４-３７-２２ ☎ 042-381-4874

小金井市議会６会派（９市議＝共産３、

こがおも２、情報公開１、ネット１、カ

エル会１、緑・つながる１）は19日、

「新庁舎等の基本設計の検証と見直しを

求める」申し入れ書を西岡真一郎・小金

井市長宛てに提出した。「新福祉会館も

新庁舎と同じ免震構造にすること」「広

場を現設計より広い面積にすること」の

２点を求めている。５日期限で募集した

同基本設計の「パブリックコメントの結

果を受けて」の申し入れとしている。

その後、自民・信頼（５市議）も同基

本設計に関する検証や見直しの申し入れ

を行った。合計７会派14市議が検証およ

び見直しを求める状況となっている。

◎TOKYOデザインマンホール
モバイルスタンプラリー 小
金井含む都内のデザインマ
ンホール蓋42カ所に設定さ
れたポイントを巡る。スタ
ンプ10個=デザインマンホー
ルモチーフのコースター(3000
名)、スタンプ全て=同モチー
フの置き物(300名)のプレゼ
ントを予定/時～５月11日(月)
/問同スタンプラリー事務局050-3707-8482

▲市関連施設 環境楽習館（新規受付）/小
金井 宮地楽器ホール（利用）/はけの森美
術館(休館)/女性談話室（婦人会館内、新
規予約受付）/集会施設（市内15施設、新
規予約受付）※３月31日まで
▲文化財施設 文化財センター（休館）※３
月31日まで
▲スポーツ関連施設 小金井市総合体育館・
栗山公園健康運動センター（利用）/南中
学校中庭テニスコート（利用）※以上３月
31日まで/総合学院テクノスカレッジ体育
館（利用）※３月分/小金井第一中学校ク
ラブハウス（利用）※４月７日まで
▲公民館・図書館 公民館（新規予約受付）
/図書館（休館）※３月31日まで

◎『噂のこがおもマガジン Vol.96』「特
集 会派こがおもの活動報告」他(2月29日)/
発行:小金井をおもしろくする会(白井亨/水谷
多加子市議)/問042-387-9947
◎『情報公開こがねい NEWS』「議員定数
２減条例、否決」他(3月19日)/発行:情報公
開こがねい(渡辺大三市議)/問090-3345-6929

施設等の利用中止/休館
/新規予約受付中止情報

市議発行物
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７会派「新庁舎等の設計見直しを」
※３月24日現在の
情報掲載

ごみ処理場などのいわゆる「迷惑

施設」の立地選択は大なり小なり難

航する。誰しもが「施設の必要性」

を認めるが、「自分の身近にだけは

来てほしくない」と思うからである。

これを「NIMBY」現象と呼ぶ。

長期化はNIMBYのせいだけか

では小金井市のごみ問題の解決が14年

もかかった原因をNIMBY現象だけで説明で

きるだろうか。本紙では４回にわたって

各識者の見解を掲載してきた。そこで共

通していたのは①候補地や処理依頼先が

「（二枚橋とは）他の場所」（1985年）→二枚

橋含む小金井市（2004年）→広域支援（06

年）→二枚橋（08年）→日野（14年）と変わる

と共に、交渉相手が二枚橋等付近住民、府

中、調布→国分寺→多摩各市→二枚橋等付

近住民→日野と変わったこと、②「稲葉

市政に一貫性がなく先送りしてきたこ

とこそ、長期化の原因」とした点である。

免れがたい稲葉前市長の責任

本紙17年２月５日号の寄稿「稲葉市

政の通信簿」で、市廃棄物減量等推進

審議会委員の林和夫氏は、（NIMBY現

象に対して）「政治家自身が〈あるべき

論〉を持ち」「徹底した住民対話と議会

との対話を通じて、反対する住民から

〈それなら仕方ない〉を引き出すこと

が必要だ」とし、「稲葉氏はそこまでの

器ではなかった」「決めるべきことを決

めない政治家であった」と断じている。

もちろん、長期化の責任のすべてが

稲葉前市長にあるとは言えない。市議会

も迷走したし、反対派住民も共感の輪を

広げる努力に欠けた。しかし、為政者の

責任となれば、16年間市長であった稲葉

氏に責任の大半が属することは否定し難

いのではないだろうか。

識者の多くが「日野での処理は30年が

限度であり、今から方針を用意せよ」と

指摘している。市当局・市議会・市民が

今回の教訓を踏まえ「次」に備えること

を強く望みたい。

小金井市ごみ問題 為政者は「あるべき論」持ち対話せよ
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400号記念特集
最終回 -6-

４月１日から本格稼働する日野市の新可燃ごみ
処理施設（浅川清流環境組合ニュースVol.10より）

市民運動新聞編集部

北沢産業株式会社




